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　当協会は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災、さらには東

京電力の原発事故を契機として、森林土木事業に係わる事業者が一致

団結し復興を全面的に支援していくため、前身である福島県森林土木

建設協議会（昭和62年設立）を発展的に解消し、新規会員も加わり平

成25年５月31日に設立いたしました。

　本年５月、設立10周年を迎えることができましたこと、これもひと

えに、皆様からいただいておりますご支援、ご協力の賜と深く感謝申

し上げます。

　顧みますと、まさに福島県が東日本大震災からの復興に取り組んだ

10年ではありましたが、国際的に蔓延した新型コロナウイルス感染症

への対応や年々激甚化・頻発化する気象災害への対応が求められた時

期でもありました。

　特に、近年は地球温暖化の影響による大雨、大雪、大型台風、線状

降水帯の発生等による河川の氾濫、山腹崩壊、流木・土石流、林道決

壊などの被害が多発しており、住民の安全・安心な生活の実現のため

の復旧対策はもとより、防災・減災をはじめ、森林の機能を十分に発

揮し、災害に強い森林による緑の強靭化が強く求められるようになっ

てきました。計画的な森林整備・治山対策が増々重要となり、我々森

林土木事業者の果たす責務も大きくなってきています。

　当協会といたしましても、引き続き会員相互の結束を図り、福島県

と締結した山地災害防止支援活動に関する協定に基づく調査活動や災

害復旧事業をとおし、その役割を果たして参る所存ですので、これま

でと変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

会　長　石　川　俊　幸設
立
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周
年
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　このたび、福島県森林土木建設業協会が、設立10周年という記念す
べき節目を迎えられましたことを心からお祝い申し上げます。
　貴協会におかれましては、その前身である福島県森林土木建設協議
会の発足以来、本県の森林土木事業の振興、発展に大きく寄与されて
おり、平成25年度には、森林・林業の再生と東日本大震災後からの復旧・
復興事業への対応のため、新たな団体として設立されました。
　復旧・復興事業は、貴協会の御協力により着実に進展し、620ha に及
ぶ広大な海岸防災林造成事業にあっては、現在、概成に大きく近づい
ているところです。また、海岸防災林における植樹活動や平成30年度
に開催しました第69回全国植樹祭におきましては、協賛をいただくな
どの様々な御支援もいただいております。
　さて、この10年間を振り返りますと、毎年のように豪雨災害、地震
災害などの度重なる自然災害に見舞われ、林地、林道等にも大きな被
害を受けております。特に、令和元年台風19号災害においては、林地、
林道等だけでも被害額が80億円を超える甚大な被害に見舞われました
が、平成27年度に締結しました「山地災害防止等支援活動に関する協
定」に基づき、貴協会には被害調査等、様々な面で多大な御支援を頂
いたところであります。
　県といたしましては、今後も「福島県農林水産業振興計画」に基づき、
県民のくらしの安全を守る治山施設の整備と、森林の適正な管理に欠
かせない路網整備を実施する森林土木事業を計画的に進めてまいりま
す。
　貴協会におかれましても、この記念誌の発刊により、10年にわたる
事業への取組を振り返る誠に意義深い機会となりますことと、森林土
木事業の振興、技術力向上に一層取り組まれる契機となりますことを
御期待申し上げます。
　結びに、福島県森林土木建設業協会が設立10周年を契機として、今
後ますます発展されますことを心から御祈念申し上げ、お祝いの言葉
といたします。

部　長　沖　野　浩　之
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　福島県森林土木建設業協会が記念すべき節目の年を迎えられました
ことを、心よりお慶び申し上げます。
　貴協会は、森林土木事業の振興と技術向上、これらを通じた県土の
発展に大きな役割を果たしてこられた福島県森林土木建設協議会を前
身とし、平成23年の東日本大震災により甚大な被害を受けた県土の復
興や森林・林業の再生を支援すべく、平成25年に福島県森林土木建設
業協会として新たに設立されて以来、震災からの復興はもとより、令
和元年の台風19号等による山地災害発生時の迅速な調査・復旧等、地
域の安全・安心の確保や森林・林業の発展等に多大な貢献をされてこ
られました。今日までの歴代の役員、会員並びに事務局の皆様方のた
ゆみなきご尽力に対し、深く敬意を表する次第です。
　近年、全国で自然災害が続き、地球温暖化に伴う集中豪雨や台風被
害等の激甚化が現実のものとなりつつありますが、森林の防災・保水
機能の高度発揮による「緑の国土強靱化」や2050年カーボンニュート
ラルに向けた適切な森林の整備・保全を進めていくためには、貴協会
をはじめとする治山・林道事業に携わる会員の皆様が、長期的に安定
した企業経営を見通せるような環境整備が図られることがこれまで以
上に重要となっております。
　私ども全森建といたしましても、森林土木事業の厳しい施工条件下
でも適正な利潤が確保されるような適切な設計・積算や工期の設定等
により、円滑な事業実施及び工事の品質確保が図られるよう取り組ん
で参る所存ですので、貴協会にも引き続きお力添えいただきますよう
お願い申し上げます。
　終わりに、設立10周年という節目を契機として、貴協会並びに会員
の皆様が益々ご発展、ご活躍されますことを祈念申し上げ、お祝いの
言葉とさせていただきます。

会　長　山　藤　浩　一
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　福島県森林土木建設業協会が設立10周年を迎えられましたことを心よりお慶
び申し上げます。
　この度、設立10周年を迎えられましたことは、会員各位の強い団結と融和、
そして歴代役員各位のご尽力の賜物であり衷心より敬意を表すものであります。
　貴協会は、昭和62年に発足された「福島県森林土木建設協議会」を前身とし、
森林土木事業の振興と技術力の向上、さらには会員相互の親睦と情報交換など
を図ることを目的として、平成25年５月31日に新たに設立され、これまで官公
庁の公共工事の施工を通して県土の発展に大きな役割を果たしてまいりました。
　貴協会は設立以来、一般社団法人福島県建設産業団体連合会の会員団体とし
て、森林土木業を通して当会の目的である県民生活の向上、地域経済の発展、
公共の福祉の増進に向けた諸事業に積極的に参加・協力され、以って県内建設
産業の振興発展、地位の向上等に多大な貢献をされてきました。これまでのご
功績に対し、深く感謝の意を表するものであります。
　また、この10年、令和元年東日本台風被害、新型コロナウイルス感染被害等、
建設産業を取り巻く環境が激変する状況下で、技術力の向上、経営基盤の強化、
会員相互の連携に積極的に取り組まれ、森林土木業の振興発展と組織の充実に
ご尽力されておられます。
　国土の７割を森林地域が占める我が国において、森林土木事業に課せられた
役割は、自然災害から国民の生活基盤を守ることであり、そのためには予防治
山あるいは復旧治山の推進、また、林業振興のための幹線林道等路網整備によ
る産業基盤づくりが重要であり、自然災害が頻発する中にあって、その責務は
ますます重大になってきております。引き続き、関係機関等と連携のもと、今
後の森林土木事業の推進に大きな力を発揮されますようご期待を申し上げると
ころであります。
　建産連といたしましては、現下の働き方改革への対応をはじめ、技術者の高
齢化や技能労働力の確保への対応等の様々な課題に対しまして、構成団体一致
協力して応えていく所存でございます。
　結びに、この設立10周年を契機として、貴協会並びに会員企業皆様の今後の
より一層の飛躍とご発展をご祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただ
きます。

会　長　長谷川　浩　一

御
　
祝
　
辞

一般社団法人福島県建設産業団体連合会
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　福島県森林土木建設業協会の設立10周年、誠におめでとうございます。
　貴協会は、東日本大震災からの復旧・復興など新たな課題等にも全
面的に対応していくため、その前身である福島県森林土木建設協議会
を発展的に解消し、平成25年5月に新たに設立されました。それ以来、
着実なあゆみを続けられ、ここに10周年を迎えられましたことに対し、
心よりお慶び申し上げますと共に、敬意を表する次第であります。
  この10年間は、平成23年3月に発生した東日本大震災・福島第一原子
力発電所事故及び同年7月の新潟・福島豪雨災の対応、近年では、令和
元年の東日本台風による災害、そして新型コロナウイルスの蔓延と世
界各地における紛争の発生による影響など、これまでに経験したこと
のない激動の10年間でありました。
　そのような中、貴協会におかれましては、会員相互の連携強化や技
術の向上に取り組まれるとともに、平成27年9月には、県と山地災害防
止等支援活動に関する協定を締結し、協定に基づく調査活動や被災し
た海岸防災林における植樹・保育活動に尽力されてこられました。また、
地形や気象条件が厳しい環境に位置する農山村において、安全確保の
ための治山事業や林業の活性化に向けた林道整備などに継続的に取り
組まれてこられました。農山村における過疎化・高齢化が進む中で、
自然環境の変化から災害が激甚化してきており、国土強靱化への対応
や地域の守り手としての役割の発揮など、貴協会に対する期待は益々
増大しているところであります。
　私ども福島県森林・林業・緑化協会といたしましては、「豊かで活力
ある森林を次の世代へ」引き継ぐため、４つの柱の一つとして”県土
づくり”を掲げており、これまで以上に連携を図りながら、県土の保
全と森林・林業の振興に向け努めて参りたいと考えております。
  結びに、設立10周年を契機として、さらに貴協会が充実、発展されま
すことと会員皆様のご活躍をお祈り申し上げ、福島県森林土木建設業
協会設立10周年のお祝いの言葉とさせていただきます。

会　長　小檜山　善　継

御
　
祝
　
辞

公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
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１　設立について

　福島県森林土木建設業協会は、それまで（公社）福島県森林・林業・緑化協会の森林土木会員により
組織されていた福島県森林土木建設協議会が、東日本大震災等の復興対策を全面的に支援していくとい
う社会的要請を踏まえて発展的に解散し、“県民の安全・安心な生活を守るための森林土木事業の拡大
推進と業務の振興及び会員の技術の向上並びに森林・林業の再生を図ること”を目的に、平成25年５月
31日、福島市のウェディングエルティで設立総会を開催し設立されました。

 資　料

「福島県森林土木建設業協会」設立趣意書

　かつて、我が国の森林は、江戸時代の資源もエネルギーも森林に依存する社会での人口増加に伴う農
地の開墾などにより、持続可能な森林の利用が困難となり、さらには明治時代の新たに勃興する産業へ
の燃料供給なども加わり、森林の荒廃が進み、国による保安林制度や治山・砂防事業による荒廃地復旧
が精力的に行われた。
　その後、明治20年代までの戦争の時代と言われる約50年間は、大規模な森林伐採が奥地まで進み、山
地災害が多発することになったが、戦後の復興期と高度成長期の経済発展による木材需要の増大ととも
に、先人達による森林の造成、再生が進められ、今や我が国は世界に誇れる豊かな森林大国になった。
　一方で、我が国の森林は、急峻な地形や脆弱な地質のため、集中豪雨や台風等により山地災害が発生
しやすい条件下にあることに加えて、近年は地球温暖化の影響と言われている異常気象等による山地災
害の発生が頻発している。
　そのような中で、県民の生命・財産を守るためにも治山事業の拡充は喫緊の課題であり、また、戦後
の拡大造林によって植栽された伐採適期を迎えつつある人工林の木材資源を有効利用するため、より高
密な林道等の整備が求められている。
　この間、森林土木事業に関わる建設業者により昭和62年に「福島県森林土木建設協議会」が発足し、
森林土木事業の振興と技術の向上、さらには会員相互の親睦と情報交換などを図るとともに、官公庁の
公共工事の施工を通して県土の発展に大きな役割を果たし今日に至っている。

10年の歩み
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　しかし、平成23年３月11日に発生した東日本大震災、さらには東京電力の原発事故に伴う放射能汚染
により、本県は、今まで経験したことのない甚大な被害に見舞われ、とりわけ海岸防災林は壊滅的な被
害を被るとともに、大部分の森林の利活用が制限されるなど、その影響は計り知れないものがある。
　これら被害の復興は、我が国にとって間違いなく戦後復興に次ぐ大きな課題であり、森林土木事業に
関わる建設業者が県民の安全・安心はもとより森林林業の再生という観点から、復興対策を全面的に支
援していくことが重要である。
　故に、澎

ほう

湃
はい

として盛り上がった会員の強固なる団結力を結集し、地域業者としての襟度の自負心を堅
持しつつ、従来の「福島県森林土木建設協議会」を発展的に解消し、これまでの役割に甘んずることな
く、より開かれた新たな団体を設立し、もって公共の福祉に寄与せんとするものである。
　よってここに、会員相諮って「福島県森林土木建設業協会」の設立を発起するものであり、以上の趣
旨を踏まえ、各位の参加と協力をお願いする次第である。

　　　平成25年４月22日　　　　

「福島県森林土木建設業協会」設立発起人一同　　　　　　　　
設立発起人代表　会津土建㈱取締役社長　菅　家　洋　一　　

方部名 所　　　属 職　　　名 氏　　名

県　北 大沼林産工業㈱ 代表取締役 大　沼　貞　生

県　中 ㈱関組 代表取締役 関　　　　　誠

県　南 ㈱兼子組 代表取締役 兼　子　恵　治

会　津 会津土建㈱ 取締役社長 菅　家　洋　一

喜多方 ㈱海老名建設 代表取締役 小　柴　芳　郎

南会津 三立土建㈱ 代表取締役 浅　沼　秀　俊

相　双 石川林業建設㈱ 代表取締役 石　川　俊　幸

いわき ㈱水中組 代表取締役社長 水野谷　正　一

「福島県森林土木建設業協会」設立発起人名簿
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２　社会貢献活動

　当協会は設立の趣旨に則り、次のような社会貢献活動を行って参りました。

　　平成27年３月25日　海岸防災林植樹活動協定締結
　　平成27年３月25日　「ふくしま復興・未来の森づくり基金」寄贈
　　平成27年６月６日　相馬地区海岸防災林における NPO・企業合同植樹
　　　　　　　　　　　相馬市大洲工区海岸防災林
　　　　　　　　　　　クロマツの苗（コンテナ苗）1,218本
　　平成27年９月４日　福島県と山地災害防止等支援活動に関する協定締結

 資　料

　　平成27年９月10日　山地災害防止等支援活動に関する協定に基づく調査活動：金山町、昭和村、南
会津町

　　平成27年９月16日　山地災害防止等支援活動に関する協定に基づく調査活動：伊達市、飯舘村
　　平成28年３月17日　「ふくしま復興・未来の森づくり基金」寄贈
　　平成28年度　　　　平成27年度に NPO・企業等で合同植樹を行った相馬市大洲工区海岸防災林の

保育活動
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　　平成29年１月19日　「第69回全国植樹祭」への協賛
　　平成29年度　　　　「第69回全国植樹祭」への協力活動
　　　　　　　　　　　　・大会１年前記念イベントへの参加
　　　　　　　　　　　　・「復興支援・さくらの森づくりプロジェクト」への協賛（さくらの植樹活動）
　　　　　　　　　　　平成27年度に NPO・企業等で合同植樹を行った相馬市大洲工区海岸防災林の

保育活動
　　平成30年度　　　　「第69回全国植樹祭」への協力活動
　　　　　　　　　　　　・平成30年６月10日「第69回全国植樹祭」への参加
　　　　　　　　　　　　・木製ベンチの運搬、設置及び撤去
　　　　　　　　　　　「ふくしま未来の森林（もり）・絆づくり運動」への協賛（木製ベンチの寄贈）
　　令和元年10月　　　山地災害防止等支援活動に関する協定に基づく調査活動：玉川村、須賀川市、

田村市、小野町、矢祭町、南相馬市、相馬市、新地町、飯舘村
　　令和５年９月26日　平成27年度に NPO・企業等で合同植樹を行った相馬市大洲工区海岸防災林の

保育活動

保育活動記念撮影 保育活動後の防災林
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３　主な事業

　福島県森林土木建設業協会は、森林土木事業の推進と振興、会員の技術の向上、森林・林業の再生を
図るため次のような事業を展開して参りました。

１　福島県との意見交換
　　平成25年度から毎年１回、県の関係機関と森林土木事業に関する意見交換を行っています。
　　令和元年８月には、入札制度に関する諸課題について県から意見を求められました。

２　調査・研究活動
　　平成25年12月に「総務・人材育成部会」「入札設計部会」「施工管理部会」の３専門部会を設け、当

協会の重要な活動について具体的に検討しています。
　　令和３年度からは「総務・人材育成部会」「入札管理部会」「設計技術部会」「施工管理部会」の４

専門部会になりました。

３　森林土木研修事業
　⑴　森林土木研修会
　　　平成25年度から毎年１回、森林土木事業の適切な実施に資するため、時宜に応じた専門的な課題

について研修会を開催しています。平成28年度からは（公社）福島県森林・林業・緑化協会と共催
しています。

　⑵　森林土木技術県外研修会
　　　平成26年度から毎年１回、森林・林業に関する情報を習得し技術力の向上を図ることを目的に、

先進地における実地研修会を開催しています。
　　　�栃木県日光市、�山形県山形市・酒田市
　　　�広島県広島市・呉市・廿日市市、�兵庫県神戸市・丹波市
　　　�熊本県熊本市・阿蘇市、○元 北海道厚真町・当別町
　　　②長野県上田市・長野市、③熊本県芦北町・津奈木町・水俣市
　　　④新潟県阿賀町、⑤宮城県丸森町・登米市ほか
　⑶　安全衛生研修会
　　　平成28年度から毎年１回、安全衛生に関する理解を深め労働災害の発生を防止することを目的

に、労働安全衛生法令や労働災害の発生状況等についての研修会を開催しています。

４　要望活動
　　令和２年11月と令和３年12月に、国土交通省東北地方整備局において「福島県の復旧・復興を推進

するための緊急要望」を行いました。

令和５年度の状況

・会 員 数　162社（令和５年12月現在）
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資　料　編

Ⅰ　表　　彰

１　一般社団法人全国森林土木建設業協会表彰
　　令和元年６月19日
　　　林野庁長官表彰　菅家　洋一
　　　全森建会長表彰　浅沼　秀俊
　　　全森建会長表彰（労働安全部門）団体の部
　　　　株式会社近藤組　代表取締役社長　近藤　克成
　　令和２年６月17日
　　　全森建会長表彰　石川　俊幸
　　　全森建会長表彰（労働安全部門）団体の部
　　　　堀江工業株式会社　代表取締役社長　長谷川浩一

２　日本林道協会創立70周年記念林道功績者表彰
　　令和２年11月18日
　　　林野庁長官賞　福島県森林土木建設業協会

３　福島県建設産業団体連合会長表彰
　　平成30年６月５日
　　　団体の長の部　会津土建株式会社　菅家　洋一
　　令和元年６月５日
　　　団体会員の部　石川林業建設株式会社　石川　俊幸
　　令和５年６月１日
　　　団体会員の部　三立土建株式会社　浅沼　秀俊

４　福島県森林土木建設業協会功労者表彰
　　当協会は設立10周年に際し、これまで森林土木事業の振興と技術の向上に功労のあった会員を表彰

し、その功績を称えました。

　　　令和５年12月15日
　　　　前 会 長　　会津土建株式会社　菅家　洋一 様
　　　　前副会長　　株式会社石覚組　　石井　敏也 様
　　　　前 理 事　　草野建設株式会社　草野　清貴 様
　　　　元 理 事　　株式会社水中組　　水野谷正一 様
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Ⅱ　優良工事

〔治山部門〕
　復旧治山事業（下田地区：白河市）
　矢祭建設㈱

〔治山（災害復旧工事）部門〕
　災害関連緊急治山事業（東山地区：只見町）
　㈱渡部工務所

〔林道部門〕
　ふるさと林道緊急整備事業（酒垂宝木線：鮫川村）
　深谷建設㈱

治山事業の部

山地災害総合減災対策治山（福島南東地区：伊達市）工事 大沼林産工業㈱
災害関連緊急治山（深沢地区：天栄村）工事 渡富建設㈱
山地災害総合減災対策治山（矢祭地区：矢祭町）工事 矢祭建設㈱
災害関連緊急治山（東山地区：只見町）工事 ㈱渡部工務所
林道事業の部

ふるさと林道緊急整備（板庭入宝坂線：塙町）工事 藤田建設工業㈱
森林居住環境整備（大山美坂高原線：西会津町）工事 ㈱海老名建設
森林居住環境整備（矢竹阿多根線：南会津町）工事 ㈱舘岩工務所

平成25年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
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〔治山部門〕
　予防治山事業（日向地区：田村市）
　㈱石覚組

〔治山（災害復旧工事）部門〕
　災害関連緊急治山事業（綱木地区：いわき市）
　常磐開発㈱

〔林道部門〕
　ふるさと林道緊急整備事業（酒垂宝木線：鮫川村）
　藤田建設工業㈱

治山事業の部
予防治山（下越田地区：伊達市）工事 大沼林産工業㈱
予防治山（日向地区：田村市）工事 ㈱石覚組
防災林造成（岩倉地区：白河市）工事 矢祭建設㈱
復旧治山（牧ノ平地区：会津坂下町）工事 ㈱丸庄工務所
予防治山（川向高平地区：南会津町）工事 三立土建㈱
予防治山（大釣沢地区：広野町）工事 田中建設㈱
林道事業の部
森林居住環境整備（中山都沢線：郡山市）工事 ㈱関組
ふるさと林道緊急整備（板庭入宝坂線：塙町）工事 藤田建設工業㈱
林道施設災害復旧（大山美坂高原線：柳津町）工事 滝谷建設工業㈱
森林居住環境整備（矢竹阿多根線：南会津町）工事 ㈱舘岩工務所
ふるさと林道緊急整備（拝沢線：川内村）工事 大和田建設㈱

平成26年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰

第30回民有林林道工事コンクール　林野庁長官賞
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〔治山部門〕
　復旧治山事業（山寺前地区：会津若松市）
　㈱横山組

〔治山（災害復旧工事）部門〕
　林地荒廃防止施設災害復旧事業（23年災）（十二本松地区：相馬市）
　草野建設㈱

〔林道部門〕
　森林居住環境整備事業（矢竹阿多根線：南会津町）
　㈱舘岩工務所

平成27年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
地すべり防止（上隠台地区：福島市）工事 ㈱本多組
復旧治山（鞍手山地区：郡山市）工事 ㈱磐梯園
復旧治山（豊山地区：棚倉町）工事 ㈱田村組
山地災害総合減災対策（横平地区：金山町）工事 佐久間建設工業㈱
予防治山（原ノ入地区：只見町）工事 吉野建設㈱
防災林造成（相馬地区：相馬市）工事 石川林業建設㈱
防災林造成（鹿島地区：南相馬市）工事 後藤建設工業㈱
治山施設（県営）（北沢地区：広野町）工事 ㈱山田組
予防治山（川畑地区：いわき市）工事 ㈱みちのくＮテックス
林道事業の部
森林居住環境（中山都沢線：郡山市）工事 渡富建設㈱
森林管理道整備（大日向線：塙町）工事 深谷建設㈱
山のみち地域づくり交付金（北塩原・裏磐梯：北塩原村）工事 ㈱高橋建設
森林居住環境（矢竹阿多根線：南会津町）工事 ㈱舘岩工務所
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〔治山部門〕
　復旧治山事業（豊山地区：棚倉町）
　㈱田村組

〔林道部門〕
　山のみち地域づくり交付金事業
� （北塩原・磐梯線：北塩原村）
　㈱環境建設

〔治山（災害復旧工事）部門〕
　災害関連緊急治山事業（後沢地区：二本松市）
　㈱本多組

　復旧治山事業（上ハ平地区：下郷町）
　会津法面㈱

平成28年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
復旧治山（松倉Ⅰ地区：二本松市）工事 高橋工業㈱
予防治山（宮ノ下地区：小野町）工事 ㈱石覚組
治山施設（県営）（薄木地区：矢祭町）工事 県南建設㈱
復旧治山（山神原地区：猪苗代町）工事 渡部産業㈱
復旧治山（館ノ山地区：只見町）工事 大正工業㈱
防災林造成（相馬地区：相馬市）工事 草野建設㈱
治山施設（県営）（大坂地区：楢葉町）工事 東日本緑化工業㈱
山地災害総合減災対策治山（常磐地区：いわき市）工事 常磐開発㈱
林道事業の部
森林管理道整備（戸渡藤沼線：須賀川市）工事 ㈱赤羽組
森林管理道整備（大日向線：塙町）工事 深谷建設㈱
山のみち地域づくり交付金（北塩原・裏磐梯：北塩原村）工事 ㈱高橋建設
山のみち地域づくり交付金（田島・舘岩Ⅰ線：南会津町）工事 南総建㈱
森林居住環境整備（永井川前線：いわき市）工事 藁谷建設㈱
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〔治山部門〕
　災害関連緊急治山事業（高森地区：柳津町）
　㈱海老名建設

〔林道部門〕
　森林居住環境整備事業（県営・道交）
� （永井川前線：いわき市）
　㈱大川原建設

〔治山（災害復旧工事）部門〕
　林地荒廃防止施設災害復旧事業（23年災）
� （小沢地区：南相馬市）
　石川建設工業㈱

　防災林造成事業（原町地区：南相馬市）
　石川林業建設㈱

平成29年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
予防治山（滝ノ上地区：福島市）工事 福新建設㈱
災害関連緊急治山（北向地区：田村市）工事 赤井田造園土木㈱
復旧治山（上鈴地区：西郷村）工事 ㈱磐梯園
復旧治山（山神原地区：猪苗代町）工事 渡部産業㈱
災害関連緊急治山（番屋６・７地区：南会津町）工事 五十嵐建設㈱
予防治山（神山地区：いわき市）工事 ㈱矢城建設
林道事業の部
森林管理道（戸渡藤沼線：須賀川市）工事 ㈱赤羽組
森林管理道整備（大日向線：塙町）工事 深谷建設㈱
森林居住環境（矢竹阿多根線：南会津町）工事 ㈱新井組
森林居住環境（永井川前線：いわき市）工事 ㈱大川原建設

第33回民有林林道工事コンクール　農林水産大臣賞
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〔治山部門〕
　復旧治山2801工事（上日影地区：白河市）
　矢祭建設㈱

〔林道部門〕
　森林居住環境（県・農）2801工事
� （大霊山線：伊達市）
　多田建設㈱

　山のみち地域づくり交付金2801工事
� （新鶴・柳津線：柳津町）
　㈱共立土建

〔治山（災害復旧工事）部門〕
　災害関連緊急治山2801工事（根古屋地区：伊達市）
　大沼林産工業㈱

平成30年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
復旧治山（鳥井平地区：伊達市）工事 ㈲大友組
予防治山（中ノ内地区：小野町）工事 ㈱石覚組
治山施設（鍬木田地区：鮫川村）工事 湯座建設㈱
山地災害総合減災対策（横平地区：金山町）工事 山十建設㈱
防災林造成（後山地区：只見町）工事 美馬建設㈱
農林水産合冊（小沢・小高地区：南相馬市）工事 石川建設工業㈱
予防治山（和具地区：いわき市）工事 ㈱地質基礎
林道事業の部
林道専用道整備（上合内大平線：小野町）工事 ㈲高柴建設
林道災害復旧（高渡平塩線：棚倉町）工事 ㈱田村組
山のみち地域づくり交付金（北塩原・磐梯（喜多方）線：喜多方市）工事 ㈱高橋建設
森林居住環境（矢竹阿多根線：南会津町）工事 ㈱新井組
森林管理道（岡部前乗線：飯舘村）工事 ミドリ環境建設㈱
林道舗装（拝沢線：川内村）工事 大和田建設㈱

第34回民有林治山工事コンクール　農林水産大臣賞
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〔治山部門〕
　水源森林再生対策2901工事（西郷地区：西郷村）
　㈱日仙産業

〔林道部門〕
　林業専用道整備（県営）2902工事（上合内大平線：小野町）
　㈱石覚組

　防災林造成2903工事（浪江地区：浪江町）
　横山建設㈱

令和元年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
復旧治山（道下山地区：伊達市）工事 大沼林産工業㈱
治山施設（禿山地区：石川町）工事 ㈱グリーンサービス福島
治山施設（寺平地区：西郷村）工事 ㈱磐梯園
治山施設（南倉沢地区：下郷町）工事 ㈱渡部工務所
防災林造成（原町地区：南相馬市）工事 石川林業建設㈱
治山施設（バク地区：川内町）工事 大和田建設㈱
予防治山（洞坂地区：いわき市）工事 山田開発㈱
林道事業の部
森林管理道（戸渡藤沼線：須賀川市）工事 ㈱赤羽組
森林居住環境（大滝線：会津美里町）工事 田中建設工業㈱
森林管理道（岡部前乗線：飯舘村）工事 後藤建設工業㈱

第35回民有林林道工事コンクール　林野庁長官賞
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〔治山部門〕
　治山施設（県営）0101工事（寺道地区：福島市）
　大沼林産工業㈱

〔林道部門〕
　林業専用道整備（県営）3001工事（昼滝向山線：南会津町）
　久米工業㈱

　防災林造成3001工事（若林地区：西会津町）
　㈱長谷川建材

令和２年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
治山施設（道下山地区：伊達市）工事 ㈱よつば環境保全
治山施設（二本木地区：小野町）工事 ㈱石覚組
治山施設（中沢地区：白河市）工事 ㈱グリーンサービス福島
治山施設（前山地区：西会津町）工事 ㈱海老名建設
復旧治山（白倉山地区：南会津町）工事 ㈱舘岩工務所
予防治山（八和木地区：飯舘村）工事 濱田建設工業㈱
治山施設（北沢地区：広野町）工事 横山建設㈱
治山施設（志津地区：いわき市）工事 ㈱山一緑化土木
林道事業の部
山のみち地域づくり交付金（北塩原・磐梯（喜多方）線：喜多方市）工事 ㈱高橋建設
林業専用道（昼滝向山線：南会津町）工事 久米工業㈱
森林管理道（岡部前乗線：飯舘村）工事 後藤建設工業㈱
森林居住環境（永井川前線：いわき市）工事 堀江工業㈱
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〔治山部門〕
　水源森林再生対策0201工事（西郷地区：西郷村）
　㈱日仙産業

〔林道部門〕
　山のみち地域づくり交付金0105工事（北塩原・磐梯（喜多方）線：喜多方市）
　㈱高橋建設

　復旧治山0101工事（細窪地区：南会津町）
　㈱舘岩工務所

令和３年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
治山施設（堂ノ上地区：福島市）工事 ㈱環境緑建二本松営業所
治山施設（上矢造地区：石川町）工事 水谷工業㈱
復旧治山（西山地区：矢祭町）工事 矢祭建設㈱
防災林造成（西山地区：只見町）工事 吉野建設㈱
防災林造成（小高地区：南相馬市）工事 東北建設㈱
防災林造成（双葉地区：双葉町）工事 田中建設㈱
治山施設（戸沢地区：いわき市）工事 松本建設㈱
林道事業の部
山のみち地域づくり交付金（北塩原・磐梯（喜多方）線：喜多方市）工事 ㈱高橋建設
山のみち地域づくり交付金（田島・舘岩Ⅰ線：南会津町）工事 南総建㈱
林業専用道（前乗線：飯舘村）工事 後藤建設工業㈱

第37回民有林林道工事コンクール　林野庁長官賞
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〔治山部門〕
　復旧治山0301工事（西山地区：矢祭町）
　矢祭建設㈱

　治山施設（県営）0201工事（宝坂地区：いわき市）
　㈱山一緑化土木

令和４年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部

治山施設（古愛宕地区：伊達市）工事 ㈱ TAKAGI 工業

治山施設（高野地区：石川町）工事 水谷工業㈱

治山施設（大内地区：棚倉町）工事 ㈱田村組

地すべり防止（高森地区：柳津町）工事 国土防災技術㈱福島支店

山地防災力強化（下郷北部地区：下郷町）工事 会津法面㈱

防災林造成（鹿島地区：南相馬市）工事 後藤建設工業㈱

防災林造成（双葉地区：双葉町）工事 酒井工業㈱

災害関連緊急治山（江尻地区：いわき市）工事 クレハ建設㈱

林道事業の部

林道施設災害復旧（桜平犬神線：白河市）工事 福島県南土建工業㈱

山のみち地域づくり交付金（北塩原・磐梯（喜多方）線：喜多方市）工事 ㈱高橋建設

林業専用道（前乗線：飯舘村）工事 東日本緑化工業㈱

森林居住環境（永井川前線：いわき市）工事 ㈱大川原建設
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〔治山部門〕
　地すべり防止0203工事（高森地区：柳津町）
　㈱海老名建設

〔林道部門〕
　林業専用道（県営）0201工事（中ノ内茄子坂線：小野町）
　㈱石覚組

　防災林造成（復興創生）0301工事（浪江地区：浪江町）
　横山建設㈱

令和５年度

福島県優良建設工事表彰

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　優良森林土木工事表彰
治山事業の部
復旧治山（曲藤地区：大玉村）工事 ㈱本多組
復旧治山（穴尾地区：郡山市）工事 ㈱関組
治山施設（中折戸地区：棚倉町）工事 ㈱田村組
治山施設（小杉山地区：西会津町）工事 ㈱海老名建設
治山施設（南川原地区：南相馬市）工事 豊川建設㈱
防災林造成（双葉地区：双葉町）工事 田中・栗林特定建設工業共同企業体
治山施設（戸沢地区：いわき市）工事 ㈱山一緑化土木
林道事業の部
林業専用道（水ノ木羽山線：田村市）工事 矢部工業㈱
森林管理道（楽翁渓松宇線：西郷村）工事 ㈱菊池組
山のみち地域づくり交付金（北塩原・磐梯（北塩原）線：北塩原村）工事 ㈱高橋建設
山のみち地域づくり交付金（田島・舘岩Ⅰ線：南会津町）工事 南総建㈱
林道施設災害復旧（大沢北線２号箇所：新地町）工事 ㈱千田建設
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Ⅲ　歴代役員
在任
期間

Ｈ25. ５.31から
Ｈ27. ６.12まで

Ｈ27.６.12から
Ｈ29.６.９まで

Ｈ29.６.９から
Ｒ元.６.13まで

Ｒ元.６.13から
Ｒ３.６.11まで

Ｒ３.６.11から
Ｒ５.６.９まで Ｒ５.６.９から

会　長 菅家洋一
会津土建㈱ 同左 同左 同左 石川俊幸

石川林業建設㈱ 同左

副会長 関　　誠
㈱関組

浅沼秀俊
三立土建㈱ 同左 同左 同左 同左

浅沼秀俊
三立土建㈱

石川俊幸
石川林業建設㈱ 同左 同左 石井敏也

㈱石覚組
大沼貞生
大沼林産工業㈱

石川俊幸
石川林業建設㈱

赤羽　隆
㈱赤羽組 同左 石井敏也

㈱石覚組
大沼貞生
大沼林産工業㈱

長谷川浩一
堀江工業㈱

長谷川浩一
堀江工業㈱

内藤勇雄
藤田建設工業㈱

理　事 大沼貞生
大沼林産工業㈱ 同左 同左 同左 菅野泰助

菅野建設工業㈱ 同左

菅野泰助
菅野建設工業㈱ 同左 同左 同左 古俣　猛

㈱古俣工務店 同左

赤羽　隆
㈱赤羽組

石井敏也
㈱石覚組 同左 柳沼　護

柳沼建設㈱ 同左 同左

関　誠一
㈱関組

兼子　聡
㈱兼子組 同左 同左 内藤勇雄

藤田建設工業㈱ 同左

藤田光夫
藤田建設工業㈱ 同左 内藤勇雄

藤田建設工業㈱
鈴木清次
㈱鈴木建設

小国政文
㈱田村組 同左

目黒通浩
滝谷建設工業㈱ 同左 荒川英紀

㈱丸庄工務所
金子保彦
金子建設㈱ 同左 同左

荒川英紀
㈱丸庄工務所 同左 金子保彦

金子建設㈱
三瓶貴裕
㈱共立土建 同左 同左

秋山武義
秋山ユアビス建設㈱ 同左

小柴芳郎
㈱海老名建設 同左 同左 樫内秀司

樫内建設工業㈱ 同左 同左

二瓶春郎
大鳳建設㈱ 同左 同左 渡部寬規

渡部産業㈱ 同左 渡部泰夫
東栄建設㈱

酒井秀明
大富士建工業㈱
Ｈ26.４.１～南総建㈱

同左 芳賀博之
㈱舘岩工務所 同左 同左 美馬典昭

永洸建設㈱

草野清貴
草野建設㈱ 同左 同左 同左 同左 草野清紀

草野建設㈱
横山佳弘
横山建設㈱ 同左 同左 泉田征慶

㈱泉田組 同左 同左

水野谷正一
㈱水中組 同左 同左 同左 福田耕司

㈱福田組 同左

長谷川浩一
堀江工業㈱ 同左 同左 同左

監　事 鈴木　廣
鈴五建設工業㈱ 同左 同左

Ｈ30.９.９まで
渡部雅孝
久米工業㈱ 同左 同左

馬場富男
東邦土建工業㈱ 同左 渡部雅孝

久米工業㈱
橋本　明
㈱橋本組 同左 同左

顧　問 菅家洋一
会津土建㈱ 同左

相談役 相馬雅俊 同左 水戸典明 同左 飯沼隆宏 同左
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Ⅳ　設立10周年記念式典及び記念講演会

　○日　　　時　　令和５年12月15日㈮　13：30～

　○場　　　所　　福島市　福島グリーンパレス　瑞光の間

　○記 念 式 典　　次　第　・開　　　式

　　　　　　　　　　　　　・式　　　辞

　　　　　　　　　　　　　・功労者表彰

　　　　　　　　　　　　　・経 過 報 告

　　　　　　　　　　　　　・来 賓 祝 辞

　　　　　　　　　　　　　・来 賓 紹 介

　　　　　　　　　　　　　・祝 電 披 露

　　　　　　　　　　　　　・閉　　　式

○記念講演会　　演　題　　『甲子園への道

　　　　　　　　　　　　　　～野球道をとおした人づくり、チームづくり～』

　　　　　　　　講　師　　学校法人聖光学院　聖光学院高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野球部監督　斎　藤　智　也　氏



　　令和５年12月発行

設立10周年記念誌

　　　　編集・発行　　福島県森林土木建設業協会
　　　　　　　　　　　〒960-8043　福島県福島市中町５-18
　　　　　　　　　　　　（公社）福島県森林・林業・緑化協会内

　　　　印　　　刷　　陽光社印刷㈱
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